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決算説明会 
2015年3月期 第3四半期 

2015年1月22日 



－注意事項－ 

 

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する
見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記
載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及
び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記
載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義
務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実
際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような違
いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継
続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。 
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（表紙の写真は、世界初となるSiC 搭載インバータによるマグネットレスモータ駆動システムのコンセプトモデル試作です） 
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（単位：百万円） 

13年度 

第３四半期 

（累計） 

14年度 

第３四半期 

（累計） 

増減 
14年度 

通期見込 

売上高 646,725 753,766 +16.6% 1,000,000 

営業利益 

（営業利益率） 

61,866 

(9.6%) 

80,727 

(10.7%) 
+30.5% 

110,000 

(11.0%) 

税引前利益 62,525 81,309 +30.0% 108,000 

当期利益 43,053 58,031 +34.8% 75,000 

一株利益（円） 158.96 209.27 +31.6% 269.64 

対米ドル為替レート 

平均・・・ 

期末・・・ 

 

99.39円 

105.39円 

 

106.87円 

120.55円  

 

+7.5% 

+14.4% 

 

110.00円 

（4Q想定ﾚｰﾄ） 

連結決算業績 

※2014年4月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたものと 
仮定して「一株利益」を算定しております。 

※ 
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売上高、営業利益、税前利益は四半期、
9ヶ月累計共に過去最高を更新。 
 

12年度の構造改革を経て、営業利益は 
 7四半期連続のQ/Q増益となりV字回復

を堅持。 
 

業績予想を上方修正、配当予想を増額。 
 

第3四半期（累計）決算ハイライト 
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（億円） 
期初の 

通期計画 
1Q時の 

上方修正 
今回の 

上方修正 

売上高 9,500 9,600 10,000 

営業利益 1,000 1,050 1,100 

利益率 10.5% 10.9% 11.0% 

税引前利益 980 1,030 1,080 

当期利益 650 690 750 

一株利益（円） 235.67 250.18 269.64 

配当金（円） 55 60 70 

想定レート 

 

100円/$ 

135円/€ 

（2Q以降） 

100円/$ 

135円/€ 

（4Q想定ﾚｰﾄ） 

110円/$ 

135円/€ 

通期計画は、２回目の上方修正 

為替感応度：1円あたり米ドルは売上高66.8億円、営業利益8.4億円、ユーロは売上高7.2億円、営業利益2.2億円  

（全てFY14通期ベース）。 
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リーマンショック 

タイ 
洪水 

震災 

構造改革 

-254 

連結売上高・営業利益の四半期別推移 
V字回復を継続中 

09年度 10年度 11年度 12年度 08年度 13年度 14年度 

過去最高 
を更新 
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当社ＨＤＤモータの出荷台数目標見通し 

（百万台） 

<前回のガイダンス> 
（2Q決算時） 

<今回のガイダンス> 

（各種資料より日本電産推定） 

（百万台） 

HDD市場 

当社ﾓｰﾀ 

当社ﾓｰﾀ出荷は前回ｶﾞｲﾀﾞﾝｽから僅かに上昇。競争環境に変化の兆し 

（予想） （予想） （予想） （実績） 

138
147

140
132

99 100 104 100

0
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FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
（実績） （実績） 

138 142 140 136

99 100 99 98

0
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80

120

160

FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
（実績） （実績） 
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51 53 74

86

45

86
93
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（売上高：億円） 

車載及び家電・商業・産業用の四半期推移予想 

（営業利益：億円） （売上高：億円） （営業利益：億円） 

営業利益は着実なQ/Q増益トレンドを堅持 

<前回のガイダンス> 
（2Q決算時） 

<今回のガイダンス> 

家電・商業・産業用売上高（左軸） 

営業利益（右軸） 

車載 売上高（左軸） 

841 800 830 

982 
1,102 

（予想） （予想） （予想） （実績） （実績） （実績） 

1,081 

841 800 830 

982 
1,102 1,081 

（実績） （実績） 

1,149 

＊19ページに記載の注記1.2.にご留意下さい。 
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2,971 

3,403 3,553 3,702 
4,157 

5,180 

6,669 

42.3% 

49.1% 
47.5% 

46.2% 

41.3% 

44.4% 

49.4% 

9.2% 

16.3% 15.0% 

11.2% 

2.0% 

12.1% 
13.1% 

8.9% 

13.9% 13.7% 

10.7% 

2.5% 
9.7% 

10.7% 

0%
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15%
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30%

35%

40%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 

（3Q累計） 

株主資本 株主資本比率 ROE 営業利益率 

財務規律を維持・向上させながら、営業利益率・ROE共に15%を狙う 

営業利益率、ＲＯＥ、株主資本比率の推移 

（億円） 

（2014年10月1日付けで、㈱日本格付研究所（JCR）は当社の長期発行体格付を従前のA+からAA-へ1ノッチ引き上げております） 

※2014年度3Q累計のＲＯＥは、分子となる当期利益を暫定的に年度換算して算出しています（3Q累計の当期利益÷3×4） 

※ 

50% 

45% 

40% 

※ 
16年3月末目標
の50%超に接近 

CB転換一部開始 
（低簿価の 

自己株を活用） 

構造改革 
ﾘｰﾏﾝ 
ｼｮｯｸ 

（比率） 

（2013年度までの5年間平均ROE実績は11.3%） 
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2,000

3,0003,000

4,000

0

0.5

1

1.5

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

0

5

10

15

100年後も成長し続けるグローバル企業の基礎作り 
利益ある成長でキャッシュを創出、成長と財務規律を両立させる 

中期戦略目標 

（売上高：兆円） （営業利益率：％） 

売上高 
6,823億円 

売上高 
1.2兆円 

営業利益率 
13.9％ 

営業利益率 
15％ 

（目標） 

自律成長 

新規Ｍ＆Ａ 

営業利益率 
2.5％ 

売上高 
7,093億円 

（予想） （目標） 

売上高 
8,751億円 

営業利益率 
9.7％ 

売上高 
6,760億円 

売上高 
5,716億円 

営業利益率 
13.7％ 

営業利益率 
10.7％ 

重点２事業 

（売上高：億円） 

2015年度 
売上高：1.2兆円（目標） 

精
密
小
型
モ
ー
タ 

車
載 

家
電
・商
業
・産
業
用 

そ
の
他
の 

製
品
グ
ル
ー
プ 

 

※ 

※独GPM社、並びにChina Tex MEEの売上高を反映 
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2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

新規M&A

その他

電子･光学部品

機器装置

車載及び家電・商業・産業用

精密小型モータ

第１次高度成長期  

事業ポートフォリオ転換 
に向けた準備期 

第２次高度成長期  

[ 売上高 ] 

1兆円 

0 

ポートフォリオの転換が成長スピードを加速中 

売上高 
1.2兆円 

[ 年度 ] （予想） （目標） 

大幅な成長路線へ再び回帰 

5,000 
億円 

1.5兆円 
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M&Aは2030年度10兆円企業実現に向けた手段 

ﾊﾟｽﾞﾙの完成図を構想し、今後も着実にﾋﾟｰｽを埋める 

精密小型 

モータ 

家電用 

モータ 

車載 

モータ 

産業用 

モータ 

その他 

製品群 

要素 

技術 

新ビジネス 

領域 

精密小型 

モータ 

家電用 

モータ 

車載 

モータ 

産業用 

モータ 

その他 

製品群 

要素 

技術 

現時点（イメージ） 中長期の完成図（イメージ） 

モータメーカー グローバル電機メーカー 

技術革新によって新たに必要とされる領域を埋め、シナジーの最大化を図る 

A社 A社 A社 A社 A社 A社 

B社 

B社 

B社 

B社 

C社 C社 

D社 

新ビジネス 

領域 
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-1,000

0

1,000

2,000

3,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

-100

0

100

200

300

新規M&A（左軸）

日本電産ｴﾚｼｽ（左軸）

日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ（左軸）

日本電産トーソク（左軸）

日本電産  ＆ＮＭＡ（左軸）

営業利益（右軸）

※ 

車載の中期事業計画 

売
上
高
（億
円
） 

営
業
利
益
（億
円
） 

（予想） （目標） 

※従来の日本電産本体分に加えて、日本電産自動車ﾓｰﾀ・ｱﾒﾘｶ分を含む。 

695 
843 867 

1,192 

330億円 

2015年度 
売上高：3,000億円 
（新規M&A：800億円含む） 

新営業利益率目標：11% 

現時点の見込み 
（280億円） 
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ﾓｰﾀとﾎﾟﾝﾌﾟを組み合わせた高性能電動ﾎﾟﾝﾌﾟを投入、受注を拡大 

車載モジュール化戦略は着実に進展中 

ケース 

ポンプ 

モータ 

インバータ 

電動ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ 

日本電産 

GPM、日本電産トーソク 

日本電産エレシス 

       ｸﾞﾙｰﾌﾟのｼﾅｼﾞｰを結集した 

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ/ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟの 

ﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ事例 

ドイツ 

91% 

中国 

6% 

ブラジル 

3% 

ｳｫｰﾀｰ 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 

60% 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

23% 

ｵｲﾙﾎﾟﾝ

ﾌﾟ 8% 

その他 

9% 

拠点別売上高 セグメント別売上高 

2013年 
265.9 

百万ﾕｰﾛ 

2013年 
265.9 

百万ﾕｰﾛ 

ｹﾞﾚｰﾃ・ｳﾝﾄ・ﾌﾟﾝﾍﾟﾝﾊﾞｳ（ＧＰＭ）社を買収 
 

本社          ﾏｰﾍﾞﾙｽﾛｯﾄﾞ （独ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ州） 
設立     1939年 
主要拠点    ﾄﾞｲﾂ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、中国 
事業内容     乗用車・商用車向けﾎﾟﾝﾌﾟ及び 
          ﾓｼﾞｭｰﾙの開発・製造・販売 
従業員数   1,047人 
売上高    265.9百万ﾕｰﾛ  

※※ 

※   2015年2月クロージング（予定） 
※※  13年12月期のデータです 

※ 

※※ 
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技術革新により、2016年からの4年間で市場規模2倍超へ急拡大 

電動ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ、電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ市場 

21.4  
24.6  

27.8  30.6  33.6  

1.3  

4.7  

10.7  

15.9  

21.0  

0

10

20

30

40

50

60

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 

（百万台） 

22.7 

54.6 

世界の自動車の２台に１台が 
電動ﾎﾟﾝﾌﾟを搭載 

世界電動ﾎﾟﾝﾌﾟ市場の台数予測 

 
 

① アイドリングストップ用
エンジン冷却 

② ４WD用駆動切換え・左
右輪トルク配分 

③ デュアルクラッチトラン
スミッション用クラッチ
作動・トランスミッション
冷却 

電動ﾎﾟﾝﾌﾟの主な用途 

電動オイルポンプ 

電動ウォーターポンプ 

（各種資料より日本電産推定） 
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家電・商業・産業用の中期事業計画 

0

1,000

2,000

3,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

150

300

450

日本電産（左軸）

日本電産アブトロン（左軸）

日本電産キネテック（左軸）

日本電産ＡＳＩ（左軸）

日本電産ソーレモータ（左軸）

日本電産モータ（左軸）

日本電産テクノモータ（左軸）

営業利益（右軸）

売
上
高
（億
円
） 

939 

1,242 

1,618 

2,261 営
業
利
益
（億
円
） 

（予想） 

2015年度 
売上高：3,000億円 
新営業利益率：13% 

390 

現時点の見込み 
（350億円） 

日本電産テクノモータ 

商業＆住宅 

エレベータ＆ドライブ 

産業 

グローバル家電 

事業所制 ﾄﾞﾒｲﾝ制 
（目標） 
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当社エレベータ事業の実績（ＯＤＭ） 

自由の女神 
米国ニューヨーク 

17 

Celtis   
中南米、メキシコシティー 

Epping  & Thomastown 
Railway Station 
メルボルン、オーストラリア 

Everyman Theatre 
 リバープール、イギリス 

高スピード 

Hiranandani Bayview  
インド、チェンナイ 

商業施設 

Luxen Plaza 
バク, アゼルバイジャン 

ITTC Shopping 
Mall 
カタール, 中東 

公共施設 

注目を集める案件 

North Field Alpha 
(offshore MRL) 
カタール、油田発掘現場 

主要なエレベータ販売実績～高ｽﾋﾟｰﾄﾞから注目案件まで 
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停止システム 
CARTOP BOX 

制御装置 

TRAVELING/HOISTWAY CABLE & 
SWITCHES 

CAB & CAB DOOR 

昇降用モータ 

DOOR OPERATOR 

行き先ボタン 

COUNTERWEIGHT FRAME 

FIXTURES CAR 
OPERATING 
PANEL 

DOOR  PANELS 

& INTERLOCKS 

CAR SAFETIES 

OVERSPEED 
GOVERNOR 

CAR & COUNTERWEIGHT GUIDE 
RAILS 

CAR FRAME & SLING 

COUNTERWEIGHT 
FILLERS 

CAR & COUNTREWEIGHT BUFFERS 

ROPES 

既存内製品           ・・・青字 
主要部品（垂直統合が可能） ・・・赤字 
周辺部品（外部調達）     ・・・黒字 

中国・青島にエレベータ会社を設立 

完成予想図（2015年度上期） 

部品サプライヤーから、ソリューション・プロバイダーへと進化 



Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標または米国およびその他の国の商標です。 

お問い合わせ先 
日本電産株式会社 広報宣伝・ＩＲ部 

ＩＲグループ 
Tel： 075-935-6140 
E-mail： ir@nidec.com 
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※注記：  

1. FASB Accounting Standards Codification™ (ASC) 805「企業結合(Business Combinations)」の規定を
適用しております。前年度に買収を実施した三菱マテリアルシーエムアイ株式会社（現日本電産サンキョー
シーエムアイ株式会社）及び株式会社ホンダエレシス（現 日本電産エレシス株式会社）にかかる取得した資
産、引き継いだ負債の公正価値評価が当第３四半期に完了致しました。これらにより前第４四半期連結会
計期間及び２四半期連結累計期間の連結財務諸表を遡及修正しております。 

2. 当第３四半期より「車載及び家電・商業・産業用」製品グループに含まれていた基礎研究費を「全社費用」へ
含めており当年度の数値を組替えております。 



補足資料 

業績推移・ 
製品グループ別 

状況 

20 
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7,538億円 

39.1% 
(42.2%) 

19.7% 
(21.5%) 

19.4% 
（20.7%) 

44.2% 
(38.2%) 

9.4% 
(9.8%) 

6.5% 
(8.9%) 

その他小型モータ 
 光ディスク装置用モータ、 
 ＯＡ機器用モータ、 
 ポリゴンレーザスキャナ用 
 モータ、 

 産業用ロボット、 

 ＭＰＵ冷却用ファン、 
 ゲーム機用ファン、 
 ＰＣ・通信機器用ファン、 
 家電用ファン、 
 自動車用ファン、 

 携帯電話用振動モータ、 
 ブラシ付モータ、 
 ステッピングモータ、 
 モータ駆動ユニット 

ＨＤＤモータ 

0.7% 
(0.9%) 

 物流・サービス他、 
 オルゴール関連商品 

車載及び家電
・商業・産業用 

機器装置 

電子・光学部品 

その他 
(   )内のパーセントは前年同期の構成比率 

精密小型モータ カメラシャッタ、スイッチ、    
トリマポテンショメータ、 
部品加工、樹脂成型品 

基板検査装置、高速プレス
機器、チップ実装機、計測
機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー 

車載 

家電・
商業・
産業用 

18.8% 
(12.9%) 

25.4% 
(25.3%) 

製品グループ別売上構成（9ヶ月累計） 
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2,113 2,184
2,284

2,493
2,643

2,402

2,171

 

10.9%
10.8%

10.4%

8.5%

9.8%
10.4% 10.1%

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

売上高（左軸） 営業利益（右軸） 営業利益率

売上高・営業利益の推移 

（億円） （億円） 

0 0 

3,000 

180 

500 

213 225 230 
250 

269 
288 

＊19ページに記載の注記1.2.にご留意下さい。 
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133

211

138

241

160

219

132

245

176

271

191

298

213

174

0

100

200

300

（億円）   税引前利益   当期利益 

税引前利益・当期利益の推移 

FY13/1Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q 2Q 3Q 

＊19ページに記載の注記1.2.にご留意下さい。 
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151
157

120

143 146
156

167

0

600

1,200

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

0

100

200

HDDモータ売上高（左軸） その他小型モータ売上高（左軸）

営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円） 

精密小型モータ 

878 
926 928 

893 899 
1,004 

1,048 
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93
86

45

86
74

5351

0

500

1,000

1,500

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

0

50

100

150

家電・商業・産業用売上高（左軸） 車載 売上高（左軸）

営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円） 

車載及び家電・商業・産業用 

800 841 830 

982 
1,102 1,081 

1,149 

＊19ページに記載の注記1.2.にご留意下さい。 
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38

49

29
28

31 2833

0

100

200

300

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

0

20

40

60

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円） 

機器装置 

199 

238 

197 

235 
223 227 

261 
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17 1311 138

-3

-8

-200

-100

0

100

200

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

-20

-10

0

10

20

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円） 

電子・光学部品 

175 
199 198 

156 162 163 167 
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2
1

0

2
2

0

2

0

10

20

30

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q

0

2

4

6

売上高　（左軸） 営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円） 

その他 

20 20 
18 18 

16 17 18 


